
１日（木） 第５５回卒業証書授与式 

３日（土） 第１回校内学力テスト〔英語・数学・国語〕 

７日（水） 校内カーリング大会 

１４日（水） 総合的な学習の時間発表会（１学年） 

第３回ＰＴＡ役員会 

１９日（月） 進級認定会議 

２２日（木） 防災点検日 

２３日（金） 修了式・離任式・教室移動・大掃除 
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２月１日（木）「予餞会」が実施されました。最初は、全校生徒が縦割りでチームを作り、イントロクイズや

妹背高クイズで楽しみました。会場が和やかになった後、先生方による出し物「たらこ・たらこ・たらこ」で

す。たらこのかぶり物をつけた教職員の他、曲の途中からは校長先生、教頭先生をも巻き込むことにも成功（た

らこのかぶり物を当然装着していただく）、会場を大いに沸かせました。１、２年生が３年生へ贈る歌やスライ

ドでは、まだプログラムの前半であるにもかかわらず、早くも涙腺が緩み出す３年生が続出。３年間の高校生

活を振り返るスライドでは、当時の懐かしい写真が映し出されるたびに３年生からは歓声が上がっていました。

生徒会執行部が、当日のサプライズ企画として密かに進めていた「担任の先生への手紙」は、普段なかなか口

にできない感謝の気持ちを手紙にしたためて、担任の先生を前に３年生の代表者が朗読しました。途中、朗読

者が感極まって声が詰まってしまう場面もあり、会場全体がしんみりとした雰囲気に包まれました。最後は、

３年生一人ひとりが花を受け取り、１・２年生の作るアーチをくぐり、紙ふぶきと拍手に見送られ退場しまし

た。涙あり笑いあり、小さい本校ならではのアットホームな予餞会となりました。 

 

第１０回目となりました百人一首大会が１月２３日

（火）、４時間目から６時間目にかけて本校体育館で行

われました。各学年、国語の授業で札取りの練習を行

って臨んだ大会。例年のように妹背牛町カルタ同好会

の方々にご来校たまわり札を詠んでいただくと、生徒

たちは日ごろの練習とは一味違った「本格的」な雰囲

気の中で一枚取る毎に歓声をあげていました。今年度

は１年生が優勝。勝ち残れなかったチームの生徒たち

は口々に「来年こそは」と意欲をあらわにしていまし

た。 

平成１９年１月１５日に札幌エルプラザで

「１００万人都市水土里のシンポジウム」が開

催されました。このシンポジウムは今回が４回

目で、「学校教育と農業・農村との連携」をテ

ーマとして、学校・農業関係者ら２００人が参

加しました。本校からは、本田美香さん、荒井

美沙子さん、成瀬加菜さんが出席し発表しまし

た。 

２月２日(金)～３日（土）に旭川
市総合体育館他で行われた春の高

校バレー北北海道予選会に本校は

第２シードチームとして出場し、

２回戦で帯広大谷高校にセットカ

ウント１－２で敗退するという結

果に終わりました。準決・決勝に

照準を絞り臨んだ大会でしたが、

終始受け身にまわってしまったの

が最大の敗因と考えられます。１

年生主体の若いチームですので、

チャレンジャー精神を決して忘れ

ることなく、６月のインターハイ

予選に向けてゼロからのスタート

を切りたいと思っています。応援

してくださった全校生徒や町民の

皆様、父母の皆様、先生方に心よ

り感謝致します。ありがとうござ

いました。 

２月３日（土）妹背牛町カー

リングホールにて「第４回道央

ブロックジュニアカーリング選

手権大会」が行われました。男

子 5 チームが参加し、本校カー

リング部は、次年度を見据えた

１・２年生中心の新チームで予

選リーグに出場しました。 

結果は１勝３敗に終わり、全

道大会出場はなりませんでした

が、次年度に向けて、今大会の

経験は、生徒自身が自ら敗因を

考え、課題を見つけることがで

きる有意義な機会となったと思

います。 

多くのみなさんにあたたかい

応援をいただき 

ましたことを感 

謝申し上げます。 

 


